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概要 

 

本書では、IT サービス・マネジメント (ITSM) におけるオープン・ス
タンダード 1の重要性について説明します。 
 

本書で取り上げる項目を以下に示します。 

¶ ITSM の概要 (ITIL® やオートノミック・コンピューティング
など、基盤となる要素を含みます) 

¶ ITSM を実現するためのアーキテクチャー 

¶ ITSM に関係し、ITSM を効果的に実装する上で必要となる、
多くの主要な標準規格 (既存、新規、未策定のものを含む) 

¶ それらの標準が ITSM アーキテクチャーでいかに使われるか 
 

さらに、ITSM で使用される代表的な各種標準について説明するととも
に、ITSM への投資に当たって検討すべき重要な標準を総括します。 
 

ITSM とは何でしょうか。ITSM に関係する標準にはどのようなものが
あるでしょうか。また、ITSM でビジネス価値を最大化するに当たって、
標準はどの程度重要な役割を果たすのでしょうか。本書は、こうした

疑問に対する理解を助けるものです。 

                                                   
1一般に公開され、実装が許可されている標準 
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IT マネジメント標準 
 

 
変化 (Change)、コンプライアンス (Compliance)、複雑さ (Complexity)、
コスト (Cost) ˈ。情報技術 (IT) に携わる組織にはこの「4 つの C」
が重くのしかかっています。企業がビジネス・プロセスを処理するに

は IT システムが欠かせませんが、IT インフラストラクチャー、特に
インフラストラクチャー・マネジメントの分野に課せられる要求は、

この「4 つの C」という経営圧力のために膨らむ一方です。 
 
¶ 変化 (Change):市場の要求、ワークロード、サービス・レベル
などが多様化している 

¶ コンプライアンス (Compliance):規制/セキュリティー要件を
順守して監査機能を提供することが必要 

¶ 複雑さ (Complexity):異機種混合のリソースや複合的なアプリ
ケーションを、従来からの機能別「サイロ」で管理している 

¶ コスト (Cost):IT システムの運用・管理に要する時間と支出が
増加し、ビジネス・コスト削減への圧力に逆行している 

 
この「4 つの C」を抱えた環境では、IT コストを管理し、IT 「サイ
ロ」間の即応性を維持することは困難になります。「サイロ」とは垂直

な塔のようなものであり、特殊な専門知識と、(サーバー、ネットワー
ク、アプリケーション、データベースなどの) IT 環境のひとつの側面
だけを管理するツール群から構成されています。そうしたサイロにお

いて複合的なアプリケーションやサービス2 を管理していくのは容易

なことではありません。 

                                                   
2 IT サービス:IT 関連のお客様が抱えている一般的かつ標準的なビジネス要
件を満たす、一連の IT コンポーネント (ハードウェア、ソフトウェア、施設、
人、プロセス、手順など)の集合体。サービスとはお客様に提供される経験で
あり、ソリューションとはサービスを提供するために連動する 1 まとまりの
リソースです。 
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IT サービス・マネジメント (ITSM) の目標は、各サイロの統合にあり
ます。これには、テクノロジーの統合だけでなく、人、プロセス3、情

報などを(可用性管理、変更管理、セキュリティー管理、インシデント
管理などといった)サイロを水平に横断する IT サービスに関連付けて
統合することも含まれます。人、プロセス、情報、テクノロジーなど

を ITSM によって最適な形で結び付けると、以下のようなメリットが
得られます。 
¶ 人:相互の連携が生まれ、生産性が向上します (サイロの解消) 
¶ プロセス:ベスト・プラクティスに基づいた、カスタマイズ可能
な自動プロセスが実現されます 

¶ 情報:標準化、連合化、セキュリティー保護が可能になります 
¶ テクノロジー:統合され、仮想化された、役割ベースのテクノロ
ジーが生まれます 

その結果、サービス中心の方法で IT ビジネスを管理し、サービス指向
アーキテクチャー (SOA) を採用して、それぞれのビジネスに関連した 
IT サービスを提供できるようになります。この概念については、[7] で
詳しく解説されています。 

ITSM の実現に向けた包括的アプローチには、人やテクノロジーの効果
的かつ効率的なやり取りを可能にする、情報、プロセス、サービスの

標準が必要です。そのようなアプローチを図 1 に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. IT サービス・マネジメントへのアプローチ 

                                                   
3 プロセス:共通の目標を持ち、その達成に向けて入力、変換、出力処理など
を行う、一連の関連アクティビティー。 
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IT 運用マネジメント製品を使用すると、インフラストラクチャーと整
合した標準化/自動化された方法で IT ビジネスを管理できます。IBM® 
のオートノミック・コンピューティング・アーキテクチャー (後述) は
その実例です。IT サービス・マネジメント・プラットフォームには、
標準に基づいたオープンな構成管理データベース (CMDB) やワーク
フロー・エンジンなどが組み込まれています。IT プロセス・マネジメ
ント製品には、IT Infrastructure Library® (ITIL®、後述) と整合した自動
ワークフローが採用されています。ベスト・プラクティスは、ITSM 環
境での人とテクノロジーのやり取りについて標準を定義する際に基盤

となるものです。 
 
また、人、プロセス、情報、テクノロジーなどを最適な形で結び付け、

異機種混合環境での相互運用性を確保するには、ITSM のコンポーネン
トとして標準が欠かせません (標準がもたらすビジネス価値の詳細に
ついては、第 7 章を参照)。本書では、これらの標準の詳細を示すとと
もに、ITSM の実現に向けてこれらの標準がどのように連携し、いかな
る形で ITSM ソリューション・アーキテクチャーに採用されているの
かについて、詳しく説明します。 
 
本書の後半は以下のように構成されています。 
¶ 第 2 章では、ITSM とオートノミック・コンピューティングに
関するその他の背景情報を紹介します。 

¶ 第 3 章では、ITSM を実現するための IT マネジメント・アー
キテクチャーを紹介します。 

¶ 第 4 章では、ITSM における標準の役割を論じ、標準の種類を
いくつか説明します。 

¶ 第 5 章では、ITSM に関する標準の現状を示し、「ITSM にと
って重要である」と IBM が見なしている一連の標準について
取り上げます。 

¶ 第 6 章では、オープン・スタンダードに基づいた IT マネジメ
ント・システムを実現するため、IT マネジメント・アーキテク
チャーと ITSM 標準の関連について解説します。 

¶ 第 7 章では、ITSM のお客様に価値を提供する標準について総
括します。標準の「チェックリスト」と、それらの標準を採用

している IBM 製品も掲載してあります。 
¶ 第 8 章では、結論を述べます。 
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IT サービス・マネジメント 
 
前章では、IT マネジメントの業務、すなわち ITSM について説明しま
した。この章では、ITSM ソリューションで採用されている重要な構成
要素、例えば Information Technology Infrastructure Library (ITIL) やオー
トノミック・コンピューティングなどについて、詳細を示します。 

ITIL 
ITIL は IT サービス・マネジメントのための一連のベスト・プラクテ
ィスであり、[1] では以下のように説明されています。 

ITIL (Information Technology Infrastructure Library) とは、IT サービ
ス・マネジメントのベスト・プラクティスを提供するプロセス・

ベースの方法論であり、IT とビジネス要件との整合、サービス品
質の向上、IT サービスに見込まれる長期的コストの軽減などに有
効です。これらのベスト・プラクティスは、規模や使用テクノロ

ジーを問わず、あらゆる IT 組織に適用可能です。1980 年代後半
に英国政府が策定を開始した ITIL は現在、IT サービス・マネジ
メントへのアプローチとして世界でも最も広く普及しています。 

 
ITIL は 1980 年代後半、IBM の支援によって策定されました。その基
盤となったのは、IBM が 1970 年代に策定した Information Systems 
Management Architecture (ISMA) です。今日の ITIL には、IBM を含め
た大手ソフトウェア・ベンダーやコンサルタント、お客様からのノウ

ハウなどが盛り込まれています。 
 
また、国際標準化機構 (ISO) からは ITIL のベスト・プラクティスを
基にした公式標準、ISO/IEC 20000-1:2005 [2] が発表されていますが、
これは、ITIL が定義した IT サービス・マネジメントを正式に採用し
たものです。[2] の概要では、以下のように説明されています。 
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ISO/IEC 20000-1:2005 は、企業・顧客の要求を満たすマネージ
ド・サービスを効果的に提供することのできる、統合プロセスを
利用したアプローチの採用を推進しています。組織が効果的に機
能するには、相互に結び付いた多数のアクティビティーを特定し、
管理していく必要があります。協調性を保ちながらサービス・マ
ネジメント・プロセスを統合・実装すれば、コントロールの維持、
効率の向上、継続的な改善などが可能になります。 

 
現在は ITIL v3、すなわち ITIL Refresh プロジェクトの施策が進行中で
す4。[3] によると、ITIL v3 では現在の ITIL のベスト・プラクティス
文書が刷新される予定です。その目的は、テクノロジー基盤やビジネ

ス要件の進化に合わせて変化していくユーザー・ニーズに応え、ITIL の
実用性と適用可能性を高めること、そして小規模組織に ITIL を応用し、
適用可能性を向上させることです。ITIL v3 は、サービスに焦点を絞る
ことによって、それらを使用・提供する企業のニーズをさらに満たし

ます。[3] が示しているように、サービス・ライフ・サイクルについて
記述した重要書籍が新たに制作される予定です。これらの新刊書の仮

タイトルは以下のとおりです。 

¶ Service Strategies (サービスの戦略) 
¶ Service Design (サービスの設計) 
¶ Service Introduction (サービスの導入) 
¶ Service Operation (サービスの運用) 
¶ Continuous Service Improvement (継続的なサービス改善) 

ITSM では、IT マネジメント・アーキテクチャーにおいて IT プロセ
スを管理するコンポーネントの基盤として ITIL が採用されています。
このアーキテクチャーについては、プロセスの定義、サービス・カタ

ログ、サービス・デスク、CMDB なども含め、次の章で詳しく説明し
ます。ITIL v3 はまだ公開されていませんが、IBM では、ITIL v2 から
着想を得た基盤を使用し、IT のための統合されたプロセス参照モデル
を作成しました。このモデルは、ITIL v3 などの今後の更新に合わせて
随時更新される予定です。IBM は世界各地の大規模な IT 環境を管理
し、何百もの中堅企業の IT 運用に関わってきました。このオープンな
モデルには、そうした IBM 自身の経験が盛り込まれています。 

オートノミック・コンピューティング 
オートノミック・コンピューティング は、自己構成、自己修復、自己
最適化、自己防御などのメカニズムを通じて IT システムの自己管理能
力を高めます。[4] では以下のように説明されています。 
                                                   
4 2006年 4月現在 
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オートノミック・コンピューティングは、テクノロジーを利用し
てテクノロジーを管理するという手法で複雑さに対処します。
「オートノミック」とは、生理学から派生した用語です。人体で
は、本人が意識しなくても自律神経系が心拍を監視し、血糖値レ
ベルを調べ、体温を 37 度前後に維持しています。自己管理型の
オートノミック機能は、これと非常に似た方法で、人間の介入を
最小限に抑えながら IT システム要件を予見し、問題を解決しま
す。その結果、IT プロフェッショナルは、よりビジネス価値の
高い作業に集中できるようになります。 

 
「オートノミック・コンピューティング」という用語は IBM が生み出
した言葉ですが、「自己管理」は業界全体の取り組みです。自己管理型
オートノミック・テクノロジーを採用する企業はますます増えており、
IBM を含む業界リーダーがオートノミック・コンピューティングの標
準策定に動いています。さらに、オートノミック・コンピューティン
グには学術関係者からも多大な関心が寄せられており、数々の研究プ
ロジェクトが進行しています。コンピューター・サイエンスの分野と
してオートノミック・コンピューティングが登場するケースも出てき
ました ([14]、[15]、[16] の例を参照)。オートノミック・コンピューテ
ィングに関する産・学のコンファレンスも年々増加しています。 
 
IBM では、このような業界の取り組みを踏まえて、自己管理型オート
ノミックの概念を全製品に組み込んでいます。[5] が示すように、IBM 
は数百に及ぶオートノミック機能をさまざまな製品として市場に投入
しています。これらの製品を組み合わせれば、オープン・スタンダー
ドに基づいた、一連の自己管理型オートノミック・テクノロジーが手
に入ります。 
 
ITSM は IT マネジメントに関連したプロセスを定義/モデル化するた
めの IBM の取り組みです。ITIL に基づいたベスト・プラクティスを
取り込むこともこの一環です。ITSM では、標準に基づいたマネジメン
ト・インターフェースとデータ形式を使用して IT インフラストラクチ
ャーを管理できるように、オートノミック・コンピューティングのア
ーキテクチャーとテクノロジーを採用しています。オートノミック・
コンピューティングは、IT マネジメント・アーキテクチャーの IT 運
用を管理する重要なコンポーネントを提供します。これについては、
CMDB のマネジメント・ツール、リソース・マネジメント、ユーザー・
インターフェース・コンポーネント、ツール、知識なども含め、次の
章で詳しく説明します。オートノミック・コンピューティングは ITSM 
にとって極めて重要です。なぜなら、ベスト・プラクティスの IT プロ
セスを定義・実行することだけが ITSM の最終目標ではないからです。
IT マネジメント・プロセスの複雑さを排し、それらのプロセスに含ま
れる作業を自動化できるようにすることも、目標の一部です。 
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IT マネジメント・アーキテクチャー 
ISO 20000-1:2005 などのマネジメント標準や ITIL などのベスト・プラ
クティスは IT 管理のための枠組みとなりますが、実際にそれらを実装
するには、IT マネジメント・システムのアーキテクチャーが必要です。
前章で説明したように、ITSM は、ITIL のベスト・プラクティスを使
ってプロセスを定義/モデル化する際の基盤となります。また、業界が
主導しているオートノミック・コンピューティングは、それらの IT プ
ロセスに自己管理能力を提供し、自律的な管理を実現します。 

IT マネジメントの基準となるアーキテクチャーは、IT プロセス・マネ
ジメントと IT サービス・マネジメント用プラットフォーム (第 1 章
を参照) とを組み合わせたものであり、その背景にあるのが、運用管理
を行うための ITIL ベスト・プラクティスと自己管理型オートノミッ
ク・テクノロジー (第 1 章および第 2 章を参照) です。 

これらの概念とコンポーネントをすべて組み入れた IT マネジメン
ト・システムのアーキテクチャーを、図 2 に示します。 
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図 2. IT マネジメント・システムのアーキテクチャー 

 
この IT マネジメント・アーキテクチャーでは、ITSM を図 2 のよう
に表すことができます。IT プロセス・マネジメント、IT サービス・マ
ネジメント・プラットフォーム、IT 運用マネジメントがそれぞれ紫、
緑、赤の枠で示されています。 
 
IT プロセス・マネジメントの枠では、プロセス・ランタイム環境/サー
ビスに盛り込まれる CMDB/プロセス・モデルの基盤として、ITIL が
使用されています。紫のレイヤー内のプロセス・マネージャーは、こ

のサービス・マネジメント・プラットフォームと運用マネジメント・

コンポーネントを使用して、IT ビジネスを構成するプロセスとサービ
スを実行します。 
 
自己管理システムの運用を管理する主要な標準、例えばマネジメン

ト・ツール、IT インフラストラクチャー内で管理されるリソース、サ
ービス・マネジメント・プラットフォームに実装されている統合ユー

ザー・インターフェース用テクノロジーなどは、オートノミック・コ

ンピューティングによって定義されます。 
 
図 2 においてオレンジ色の背景で示されているセキュリティーと監
視は、ITSM アーキテクチャー全体をカバーし、IT プロセス・マネジ
メント、IT サービス・マネジメント・プラットフォーム、IT 運用マネ
ジメントに適用されています。 
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開発ツールは、他のコンポーネントを開発・配置し、それらの相互運

用を実現する標準インターフェース/データ形式を構築する際に使用さ
れます。 
 
これらのコンポーネントはいずれも、標準のインターフェースとデー

タ形式で統合されます。このような標準化を行うと、異機種混合コン

ポーネントの相互運用が可能になります。 
 
第 5 章で詳しく説明しますが、オープン・スタンダード、すなわち一
般に公開され、導入することのできる標準は、IT マネジメント・シス
テム・アーキテクチャーにとって極めて重要な役割を果たします。 
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標準の役割と種類 
IT マネジメントに関連する標準は、すべてが公認の標準化団体によっ
て策定・承認されたものとは限りません。以下のセクションで説明す

るように、標準にはさまざまな形態があります。この章では、IT マネ
ジメント・システムにおける標準の役割を説明し、そのようなソリュ

ーションで使用される重要な種類の標準をいくつか紹介します。 

標準の役割 

米国標準技術局 (NIST) は、[6] において次のように述べています。 

標準は、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワークなどの情
報技術にとって不可欠の要素です。標準のインターフェースが
あれば、統一されていないデバイスやアプリケーション間の通
信・連携が可能になります。コンピューター・セキュリティー
や情報プライバシーを支えるのも標準です。さらに、標準は e-
コマースやモバイル商取引の進歩がもたらす多彩なメリット
を実現する上でも極めて重要な役割を果たします。 

標準がなければ、企業内には相互運用が可能なリソースが島のように

点在することになり、複雑化と価値の停滞を招いてしまいます。IT イ
ンフラストラクチャー自体と同じく、標準も IT マネジメント・システ
ムの必須要素です。ITSM を構成するあらゆる構成要素やコンポーネン
トを相互運用できるのは、標準があるからです。 

標準の種類 
「標準」は正式な公認標準化団体によって策定されたものであると見
なされがちですが、実際には、さまざまなアプローチや形態が存在し
ます。いずれかのアプローチの標準を個々の状況に応じて使用するこ
とは可能です。必ずしもある標準の形態が他の形態より優れていると
は限りません。さらに、特定のテーマが複数の形態の標準化によって
解決されたり、ある形態の標準化が時間の経過とともに変わっていっ
たりする場合もあります。 
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 例 

例えば、一連のベスト・プラクティスがデジュール・スタンダード (公
式な標準) として正式に定義されることもあれば、デジュール・スタン
ダードまたはデファクト・スタンダード (事実上の標準) からベスト・
プラクティスやオープン・ソースの参照実装が作成されることもあり
ます。 

以下では、標準化のアプローチをすべて列挙するのではなく、ITSM ベ
ースのソリューションに関連するもののみを取り上げて、標準化の種
類を説明します。また、どの種類の標準化に特に注目すべきなのかを、
例を挙げて紹介します。例の中には ITSM から外れるものや IT の分
野にさえ入らないものもありますが、いずれも多種多様な標準とその
応用方法をよく表しています。 

公式な標準 (デジュール・スタンダード) 
デジュール (直訳すれば「権限による」) スタンダードとは、標準策定
の権限を有していると見なされた団体が定めた標準です。この権限は

政府、国際間の合意、業界の合意、公的な認定などに由来しますが、「当

該団体が当該分野の標準を定める権限を持っている」ということは広

く認められています。 

デジュール・スタンダード策定団体への参加は、紹介やメンバーシッ

プ取得などの制限が設けられている場合もあれば、希望者全員にオー

プンである場合もあります。一般に、「人々の生活の重要局面に影響す

る分野において先端技術を維持・発展させるために標準が必要である」

という合意が広く (通常は国際的に) 得られると、デジュール・スタン
ダード策定団体が設置されます。あるいは、「業務を遂行するには公式

の標準が必要であり、そうした標準の策定を独立機関に任せてもよい」

と考える専門家組織が標準化団体を生み出すこともよくあります。デ

ジュール・スタンダード策定団体が標準策定の権限を有していること

は、通常、権限を使用する政府、専門家組織、企業などによって認め

られています。また、政府や専門家組織が独自に標準化団体を組織し、

公認する場合もあります。 

ISO (国際標準化機構、 http://www.iso.org を参照 )、 IETF (Internet 
Engineering Task Force、http://www.ietf.org を参照)、IEEE® (Institute of 
Electrical and Electronics Engineers、http://standards.ieee.org/ を参照) など
は、有名なデジュール・スタンダード策定団体です。前述のように、ISO 
はデジュール・スタンダード (ISO 20000-1:2005 [2]) を策定し、ITIL の
デファクト (以下で説明) のベスト・プラクティスを正式に採用してい
ます。 
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その他にも、IT 業界では以下のような標準化団体が有名です。 
¶ W3C® (Worldwide Web Consortium®) は、ワールド・ワイ
ド・ウェブ (WWW) 向けの相互運用可能な標準/テクノロジー
を策定しています。W3C の詳細については、http://www.w3c.org 
を参照してください。 

¶ OASIS (Organization for the Advancement of Structured 
Information Standards) は、e-ビジネス向けの標準を策定する
非営利コンソーシアムです。OASIS の詳細については、
http://www.oasis-open.org/home/index.php を参照してください。 

¶ DMTF (Distributed Management Task Force) は、分散デスク
トップ/ネットワーク環境向けの標準を策定しています。DMTF 
の詳細については、http://www.dmtf.org を参照してください。 

¶ TMF (Telemanagement Forum) は、テレフォニー・ネットワーク
向けの標準を策定しています。TMF の詳細については、
http://www.tmf.org を参照してください。 

デジュール・スタンダードとデファクト・スタンダード (以下で説明) 
の区別は主観的である場合もありますが、前述の例で示した団体はそ

れぞれの分野の標準化権限を持つ機関として広く認められており、製

品はデジュール・スタンダードに準拠しています。 

事実上の 標準 (デファクト・スタンダード) 
デファクト (直訳すれば「事実による」) スタンダードとは、公的な標
準ではないものの、広く普及している標準です。業界に浸透し、多額

の企業投資が行われ、デジュール・スタンダードと同等に扱われてい

るようなデファクト・スタンダードも数多く存在します。 

デファクト・スタンダードは、ある共通の問題を解決することに関心

を持っている小規模なグループ (個人、企業、組織の集まり) から生ま
れます。グループを作り、協力して開発した解決策が、業界の新たな

関心を集めるのです。 
多くの場合 (少なくとも設立後まもない組織の場合)、業界の標準化団
体には招待がなければ加入できません。何らかのメンバーシップが必

要な場合も多々あります。デファクト・スタンダードは業界内で認め

られていますが、それを作り出したグループの権威がどの程度認知さ

れているかにはばらつきがあります。例えば、同じ分野の別グループ

がまったく別の標準を定める場合もあります。 
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コンソーシアムと研究会 (SIG) 
IT 業界ではコンソーシアムや SIG が盛んです。コンソーシアムの役
割とは一般に、デファクト・スタンダードを作り出すことによって、

デジュール・スタンダード策定団体のデメリット (特に、公的標準を策
定する団体にありがちなプロセスの遅さや手間) を回避することです。 

コンソーシアムのメンバーは対等の関係にあることが多く、通常はコ

ンソーシアム内で同一の権利・責任を持っています (ただし、例外はあ
ります)。1 つの企業が生み出した独自の解決策よりも複数の企業が合
意した共通の解決策の方が優れているという考えが、コンソーシアム

設立の主な動機です。 

SIG の標準化団体としては、BluetoothÊ SIG (http://www.bluetooth.com 
を参照 )、OSGi Alliance (http://www.osgi.org を参照 )、 UPnPÊ 
(Universal Plug and Play) Forum (http://www.upnp.org を参照 )、
USB-IF (USB Implementers Forum、http://www.usb.org を参照)、The 
Open GroupÊ (http://www.opengroup.org を参照) などが挙げられます。 

IT 業界内には数多くのコンソーシアムや SIG が存在します。無数の
コンソーシアムが設立されては解散してきましたが、今なお積極的に

活動し、成果を上げているコンソーシアムも多数あります。前述の例

は、SIG やコンソーシアムの様々な形や結成理由を示しています。 

その他の標準の種類 

普及したベスト・プラクティス 

広く普及したベスト・プラクティスがデファクト・スタンダード化す

る場合もあります。これらのベスト・プラクティスは通常、同じ問題、

課題、テクノロジーに関心を持ち、その解決策や活用方法について情

報を共有している、1 人以上の専門家を含むグループから進化してい
きます。プラクティスのメリットが認識されれば、それらが規範とし

て広がり、やがて標準になる可能性があります。 

全米ゴルフ協会 (USGAÊ) では、ゴルフ・コースの保守と芝生管理に
関するベスト・プラクティスを得るために調査を実施しました。調査

結果は USGA のメンバー間で共有されているほか、ゴルフ・コースの
専門業者の間でも標準として扱われています。USGA の詳細について
は、http://www.usga.org を参照してください。 
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所属メンバーが土木工学や土地利用計画に携わっているグループの間

では、ベスト・プラクティスの共有は一般的であり、その多くがデフ

ァクト・スタンダードやデジュール・スタンダードに発展します。場

合によっては法律化されることさえあります。

http://www.asce.org/community/ はその一例です。 

IT 業界では、前述の 2 団体 (Bluetooth SIG と IEEE Standards 
Association) が、Bluetooth テクノロジーと IEEE 802.11 テクノロジー
の共存に向けたベスト・プラクティスを共同で作成しています 
(http://standards.ieee.org で公開されている推奨プラクティス 
(Recommended Practice) を参照)。両テクノロジーを製品に実装した企業
は、これらのベスト・プラクティスを標準として扱っています。SunÊ 
や IBM などは、JavaÊ テクノロジーに対応した内部/外部のベスト・
プラクティスを公開しています。他の多くのテクノロジーにも同様の

関連ベスト・プラクティスがあり、広く普及しています。 

オープン・ソースの標準 

デファクト・スタンダードを確立するには、コンポーネントをオープ

ン・ソース・ソフトウェアとして標準化してその実装製品をリリース

するという方法もあります。このオープン・ソースの実装製品が「参

照実装」となり、デファクト・スタンダードとして広まっていきます。

コードをリリースする側は、ソース・コードへのアクセス権を付与す

ることによって、開発者コミュニティーに対して標準実装の使用、拡

張、強化を許可しています。このプロセスが繰り返されることで、新

しく、改善された標準が策定されていきます。 

オープン・ソース・ソフトウェアは、標準化以外の目的から開発され

る場合もあります。しかし、その普及が進んでいる現状を考えれば、

オープン・ソース・ソフトウェアを標準化のための媒体の 1 つとして
捉えることは可能です。 

Linux® (http://www.linux.org を参照) と Apache Software 
Foundation (http://www.apache.org を参照) は、コラボレーションによ
るソフトウェア開発に焦点を当てた有名なオープンソース・イニシア

ティブであり、そこから生まれたソフトウェア・バージョンが「標準」

実装として見なされるようになることも多々あります。 

テスト、認定、相互運用の標準 

標準への取り組みの中から、標準のテストや相互運用性のガイドライ

ンを策定する別団体が生まれることは少なくありません。これらの組

織は実装製品が既存の標準に準拠しているかどうかを検証しますが、

認定プログラムを使用してテストを実施する場合も多くあります。合

格した実装製品については、試験機関から認定を受けたことを顧客に

アピールしたり、何らかのロゴを表示したりすることを許可します。 
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 例 標準の相互運用性を推進する団体としては、Wi-Fi Alliance® 
(http://www.wi-fi.com/OpenSection/index.asp?TID=1 を参照)、SNIA 
(Storage Networking Industry Association、http://www.snia.org/home を参
照)、WS-I (Web Services Interoperability Organization、http://www.ws-i.org 
を参照) などが挙げられます。 

The Open Group は多様な標準に対するテスト/認定サービスを提供し
ています。UIC (UPnP Implementers Corporation) は UPnP の実装を
認定しています。テスト、認定、相互運用性の標準を独自に策定して

いる標準化団体としては、Bluetooth SIG や OSGi などが挙げられま
す。 
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IT マネジメント標準の現状 
第 3 章で説明したように、ITSM と IT マネジメント・アーキテクチ
ャーを使用する IT マネジメント・ビジネスはオープン・スタンダード
に支えられています。IT マネジメント・アーキテクチャーの確立には
非常に多くの標準が必要ですが、前章で説明したとおり、それらの標

準にはさまざまな形態 (デジュール・スタンダードやデファクト・スタ
ンダードなど) があります。この章では、既存の標準、標準化団体で現
在策定中の標準、ベスト・プラクティスやオープン・ソース・スタン

ダード、今後策定が待たれる標準など、IT マネジメントのための主要
な標準について説明します。さらに、これら多様な標準の相互関係に

ついても説明します。これは次章で説明する「オープン・スタンダー

ドに基づいた IT マネジメント・システム」の基盤となるものです。 

主要な標準 

堅固な IT マネジメント・システムには、システムの支えとなる数々の
標準が実装されています。このセクションでは、IT マネジメントに関
連する重要な標準を多数紹介します。 

それらの標準の中には、直ちに ITSM ソリューションに組み込むこと
ができる、既存の標準や普及している標準もありますが、標準化団体

が現在策定している IT マネジメント標準もあります。また、必要性は
認識されているものの、業界標準化への取り組みがまだなされていな

い標準もあります。 

このセクションにおいて既存の標準、策定中の標準、将来の IT マネジ
メント標準などを順不同で取り上げた後、次のセクションで各標準の

相互関係を説明します。ただし、重要な IT マネジメント標準をすべて
列挙するのではなく、ITSM に関連し、ITSM を失敗なく導入する上で 
IBM が重要と考える標準について、数多く取り上げます。 
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Web サービス・マネジメント標準に関するメモ 

本書で説明しているとおり、IT マネジメントで特
に目を引く標準の 1 つに WSDM があります。
そしてこれに競合する Web サービス・マネジメ
ント標準が WS-Management です。[12] および 
[13] が示しているように、この 2 つの Web サー
ビス・マネジメント標準間の調和を図る試みが現

在進行しています。本書では、「お客様およびベン

ダーは、この事業に関する現行仕様を実装したソ

リューションや製品への投資を継続すべきです。

競合する両仕様のこのような調和によって、今日

の環境が円滑に進化し、将来的にシンプルな技術

基盤がもたらされると、我々は確信しています」

という [12] の記述に沿って、Web サービス・マ
ネジメントのための WSDM に焦点を当ててい
ます。 
 
この調和計画への完全なロードマップは [12] お
よび [13] から入手できます。 

既存の標準 
¶ ITIL (IT Infrastructue Library):IT サービス・マネジメントに関
する一連のベスト・プラクティス。英国商務局 (Office of 
Government Commerce) が策定 
(http://www.ogc.gov.uk/index.asp?id=2261)。[1] も参照してくださ
い。 

¶ ISO/IEC 20000-1:2005:ITIL (上記) に基づいた国際的なデジュ
ール・スタンダード。ISO が策定 
(http://www.iso.org/iso/en/CatalogueDetailPage.CatalogueDetail?CS
NUMBER=41332&scopelist=PROGRAMME)。[2] も参照してくだ
さい。 

¶ WSDM (Web Services Distributed Management):Web サービ
ス環境向けの運用マ

ネジメント (Web サ
ービスのマネジメン

ト、および Web サー
ビスを使用したマネ

ジメント) 標準。
OASIS (Organization 
for the Advancement 
of Structured 
Information Standards) 
が策定 
(http://www.oasis- 
open.org/committees/tc 
home.php?wg_ 
abbrev=wsdm)。[7] お
よび [8] も参照して
ください。 

¶ WEF (WSDM Event 
Format):イベントの
共通表現に関する運用マネジメント標準 (IT マネジメント、ビ
ジネス、セキュリティーなどのイベントに使用)。IBM では、
Common Base Event で初めて WEF を実装しました。WEF は 
OASIS の WSDM に組み込まれています。前述の「WSDM」を
参照してください。 

¶ WS-RF (Web Services Resource Framework):Web サービス
を利用したステートフル・リソースのモデル化とアクセスの枠

組みに関する標準。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=wsr
f)。 

¶ WS-Notification (Web Services Notification):イベントを使っ
て Web サービスが対話する際の標準メソッド。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=ws
n)。 
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¶ WS-Addressing (Web Services Addressing):Web サービスのエン
ドポイントを識別するための、トランスポートに依存しない仕様。

W3C が策定 (http://www.w3.org/Submission/ws-addressing/)。 
¶ CIM (Common Information Model):リソース情報のモデル化に関
する運用マネジメント標準。DMTF (Distributed Management Task 
Force) が策定 (http://www.dmtf.org/standards/cim/)。 

¶ SNMP (Simple Network Management Protocol):ネットワーク・デ
バイス用の運用マネジメント標準。IETF (Internet Engineering Task 
Force) が策定 
(http://www.ietf.org/html.charters/OLD/snmp-charter.html)。 

¶ SMI-S (Storage Management Initiative):ストレージ・デバイス用の
運用マネジメント標準。SNIA (Storage Networking Industry 
Association) が策定 
(http://www.snia.org/smi/tech_activities/smi_spec_pr/spec/)。 

¶ Aperi:SMI-S 標準をベースとする、ストレージ・マネジメント向け
オープン・ソース・コミュニティー。大手ストレージ・ベンダーが

設立。詳細については、

http://www-03.ibm.com/press/us/en/pressrelease/7944.wss を参照してく
ださい。 

¶ ARM (Application Response Measurement):アプリケーション/ミ
ドルウェアのトランザクションを任意の作業単位で計測するための

標準。The Open Group が策定 
(http://www.opengroup.org/tech/management/arm/)。 

¶ JMX (Java Management Extenions):コンポーネントの管理・監視
を目的とした、Java 言語に対する拡張。Sun Microsystems が提供 
(http://java.sun.com/products/JavaManagement/)。 

¶ UMLÊ (Unified Modeling LanguageÊ):ビジネス・プロセスとデー
タの動作・構造をモデル化するためのモデリング言語。OMG (Object 
Management Group) が提供 (http://www.uml.org/)。 

¶ BPEL (Business Process Execution Language):ビジネス・プロセ
スを Web サービスとして記述するための言語。OASIS が提供 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=wsbpel) 。
[9] も参照してください。 

¶ Eclipse:開発ツールを構築するためのオープン・ソース・コミュニ
ティー。eclipse.org が提供 (http://www.eclipse.org/)。 

¶ JSR (Java Specification Request)-168:Java 環境のポータル UI 
に使用されるポートレットのための標準。Sun の Java Community 
Process が策定 (http://www.jcp.org/en/jsr/detail?id=168)。 

¶ WS-Policy:Web サービスのポリシーを記述・通信するためのモデル
と構文の仕様。BEA Systems Inc.、International Business Machines 
Corporation、Microsoft® Corporation, Inc.、SAP® AG、Sonic Software、
VeriSign® Inc., が W3C に提出。詳細と仕様については、
http://download.boulder.ibm.com/ibmdl/pub/software/dw/specs/ws- 
polfram/ws-policy-2006-03-01.pdf を参照してください。 
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¶ WS-Security:SOAP (Simple Object Access  Protocol) メッセージに
おけるメッセージの整合性、機密性、認証、セキュリティー・トー

クン関連付けの標準。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=wss)。 

¶ WS-SecurityPolicy:WS-Security (上記) とともに使用されるポリ
シー・アサーション用の仕様。OASIS が策定 (http://www.oasis- 
open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=ws-sx)。 

¶ WS-Trust:別々の信頼ドメインでセキュリティー・トークンとクレ
デンシャルを発行、交換、検証する方法を定義するための、

WS-Security (前述) に基づく仕様。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=ws-sx)。 

¶ WS-Federation:ID、アカウント、認証、承認などのセキュリティ
ー情報を別々の信頼レルム間でフェデレートできるようにするた

めの仕様。BEA Systems, Inc.、International Business Machines 
Corporation、Microsoft Corporation、RSA Security Inc.、および 
VeriSign Inc. が策定 
(http://specs.xmlsoap.org/ws/2003/07/secext/WS-Federation.pdf)。 

¶ SAML (Security Assertion Markup Language):セキュリティー
情報を作成してオンライン・パートナー間で交換するための標準。

OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=securit
y#overview)。 

¶ XACML (eXtensible Access Control Markup Language):許可と
資格のポリシーを記述するための標準。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=xacml)。 

¶ JAAS (Java Authentication and Authorization Service):Java-2 
SDK に組み込まれた、アクセス制御のための標準 Java-2 API 
(http://java.sun.com/products/jaas/ および 
http://www-128.ibm.com/developerworks/java/jdk/security/142/ を参照
してください)。 

¶ JACC (Java Authorization Contract for Containers):J2EE 環境
でアクセス権を付与するための、標準の許可モデル。JSR-115 で定
義 (http://www.jcp.org/en/jsr/detail?id=115)。 

¶ HTTPS/SSL/TLS:コンポーネント間での認証と暗号化が完了した
通信を提供するためのプロトコル (一例として 
http://www.ietf.org/rfc/rfc2818.txt を参照してください)。 

策定中の標準 
¶ SDD (Solution  Deployment  Descriptor):インストール可能な
ソフトウェア・パッケージとその構成/依存関係/ライフサイクル情
報を記述するための標準。OASIS が策定 
(http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=sdd)。
[10] も参照してください。 
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¶ ポリシー:CIM-SPL (Common Information Model ï Simplified Policy 
Language) は、DMTF が提供する、IT マネジメントのポリシーを
表現するための CIM 準拠言語です (http://www.dmtf.org)。 

¶ リソース・モデル:さまざまな環境に合わせてリソース・モデルを
統合しなければならない現状では、CIM、SMI-S、SNMP、OSGi (い
ずれも前述) など、リソースをモデル化する方法が複数存在します。
これらすべてについて認識しておく必要がありますが、中には、他

の標準への変換が可能な標準もあります (次の「WS-CIM」を参照
してください)。望まれるのは ITSM 用の共通リソース・モデルで
す。 

¶ WS-CIM:CIM モードの MOF 表現を XML スキーマに変換する
ための仕様 (WSDM-CIM Mapping および WS-Management で使
用)。DMTF が策定 (http://www.dmtf.org)。[11]も参照してください。 

¶ WSDM-CIM Mapping:WSDM (前述) を使用して、CIM (前述) モデ
ルに準拠したリソースを管理するための仕様。DMTF が策定 
(http://www.dmtf.org)。[11] も参照してください。 

今後求められる新標準 
¶ サービス:「必要とされる IT サービス」を「必要としている企業」
に提供するには、サービス定義の形式と内容、サービスの分類方法、

サービス・カタログの構造などにおける標準が不可欠です。第 1 章
で説明した ITIL 刷新プロジェクトは、サービス標準を定義する上
で大きな役割を果たすはずです。 

¶ シンプトン:相関するイベントの結果として認められる状況やその
他の運用マネジメントのデータなどを表すための標準。[2] を参照
してください。 

¶ CMDB:共通の CMDB を作成・使用できるようにするには、以下
で説明するように、CMDB の交換プロトコルやアクセス・プロト
コルを標準化する必要があります。そうした標準化のための取り組

みも始まっています。[18] を参照してください。 
o CMDB 交換プロトコル:異機種混合環境で複数の CMDB 
からの情報を交換するための、共通のデータ型と識別セマ

ンティクス。 
o CMDB アクセス・プロトコル:CMDB の運用・通知、管理

上の考慮事項、セキュリティー仕様との構成可能性など。 
 

各標準の関係と用途 
これまでのセクションでは、いくつもの標準化団体が策定する多種多

様な標準について説明してきました。それぞれの標準は IT マネジメン
トにおける 1 つ以上の局面に対処しますが、IT マネジメント・ソリュ
ーションを組み立てる能力は、これらすべての標準を統合し、適所に

配置してこそ生まれます。 
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図 3 は IT マネジメントの主要標準とそれらの相互関係、さらに IT 
マネジメント・システムの主な構成要素との関係を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 標準の相互関係と IT マネジメント・システム・アーキテクチャーにおける用途 

 
図 3 が示すように、標準の中には、IT マネジメント・アーキテクチャ
ーの主要カテゴリー内で重要な役割を果たすものがあります。 

¶ JSR-168 はプロセス、CMDB、マネジメント・ツール、リソース管
理/対話などのユーザー・インターフェースにとって重要です。こ
の標準を使用したユーザー・インターフェースは、他のベンダー製

のポータルに組み込むことが可能です。 

¶ Eclipse は、コンポーネントやインターフェースを開発するための
ツールに使用される、オープン・ソースのプラットフォーム標準で

す。ツールが標準に基づいていれば、他の標準を実装し、相互運用

可能な配置コンポーネントを迅速に利用できるようになります。 

¶ 前述の ITIL や ISO 20000-1:2005 は ITSM の主要標準であり、プ
ロセスを定義します。これらのプロセスは UML でモデル化し、
BPEL のワークフロー形式として指定したアクティビティーを使
ってインスタンス化することができます。ポリシーはプロセスの運

用を制御します。 
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¶ CMDB には、他の ITSM コンポーネントの中から目的の構成管理
情報にアクセスして相互交換するための、標準メソッドが必要です。

異機種混合環境での複数のマネジメント・ツールによる相互運用に

耐えられるように、特定の種類のマネジメント・データ、例えば変

更要求 (RFC)、シンプトン、ポリシーなどには、標準の形式とスキ
ーマが関連付けられている必要があります。CMDB の標準化につ
いては、[18] を参照してください。 

¶ WSDM はマネジメント・インターフェース (リソース・マネジメ
ントのインターフェースやマネジメント・ツール自体を管理するた

めのインターフェースなど) の主要標準です。これらのマネジメン
ト・ツールを、他のマネジメント・ツールやプロセス・フロー、あ

るいはユーザー・インターフェース経由のユーザーが使用します。 

¶ リソースの詳細を示し、リソースへのアクセスによく使用される標
準もあります。例えば CIM、SNMP、SMIS などがこれに当たりま
す。このような標準は別の形に変換する (例えば WS-CIM を使用
するなど) ことができますが、さらに便利なことに、CMDB のア
クセス・プロトコルや交換プロトコルを使って共通の CMDB 表現
に変換することも可能です。リソースの表現やアクセスを目的とす

る複数の標準を満たすには、仮想化を使う手法もあります。例えば 
[17] を参照してください。 

¶ リソースに関連したもう 1 つの標準、ARM は、トランザクショ
ンをエンドツーエンドで計測するための標準で、トランザクション

の応答時間や成功したトランザクションの割合を計測するのに便

利です。このエンドツーエンドの追跡機能を使用すれば、IT イン
フラストラクチャー内でのビジネス・ワークロードの流れを把握で

きるので、問題の診断に役立ちます。 

¶ IT マネジメント・アーキテクチャーには、トランスポート・レベ
ルで通信を認証・暗号化する標準 (HTTPS、SSL、TLS など)、協
調して Web サービスのセキュリティーを実現する標準 
(WS-Security、WS-SecurityPolicy、WS-Trust など)、アクセス制御ポ
リシーのフェデレーションに使用される XACML、認証と許可に
それぞれ使用される JAAS と JACC、セキュリティー・イベント
の記述に使用される WEFなど、多数のセキュリティー標準が採用
されています。 

 




